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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  25-1-048 

補助事業名  平成２５年度 地域社会の安全・安心に資する活動 補助事業 

補助事業者名  公益財団法人全国防犯協会連合会 

 

１ 補助事業の概要 

（１） 事業の目的 

薬物乱用事犯が若年層にまで広がりをみせている状況のなか、これを防止するた

めには、薬物の被害についてしっかりと知ってもらう必要があります。 

そのために、それら薬物の実態を知らせ、薬物乱用防止を訴えるためのパンフレ

ットを作成し、これを薬物乱用防止教室や講習会などで活用・配布致します。 

これによって、薬物乱用防止の規範意識の醸成を図り、薬物乱用のない社会環境

を目指すものです。 

 

（２）実施内容 

 薬物乱用防止パンフレットの作成 

補助事業紹介  http://www.bohan.or.jp/introduction/introduction2.htm 

自己評価結果  http://www.bohan.or.jp/introduction/pdf/jka2013-2.pdf 

若年層にまで広がっている薬物乱用事犯を防止するため、１０万部のパンフレッ

トを作成致しました。 

また、近年、薬物乱用事犯が若年層にまで広がっているため、本パンフレットの

内容は若年層にも分かりやすいものを目指しました。 

これを、都道府県防犯協会を通じ、地区防犯協会にて講習会等で活用・配布を行

います。 

http://www.bohan.or.jp/introduction/introduction2.htm
http://www.bohan.or.jp/introduction/pdf/jka2013-2.pdf
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写真：学校の非行防止教室での活用風景 

 

２ 予想される事業実施効果 

薬物乱用事犯を防止するため、地区防犯協会や警察などによって広報啓発活動が行

われているが、本事業で作成したパンフレットはその助けになるものであります。 

これを薬物乱用防止教室等で活用・配布することで、薬物事犯の実態等を多くの人

に知ってもらい、それによって薬物乱用防止の規範意識が高まり、薬物乱用のない社

会環境へと繋がっていく事が想定されます。 

また、本パンフレットは若年層にも分かりやすい内容であるため、若年層にも強く

訴える事が出来、近年増えている若年層の薬物事犯防止にも効果を期待出来るもので

す。 

 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

薬物乱用防止パンフレット「危険なドラッグＱ＆Ａ」 

事業完了報告  http://www.bohan.or.jp/introduction/pdf/jka2013.pdf 

１０万部を制作し、都道府県防犯協会へ配付、そこから地区防犯協会等へ配布し、

活用されるものです。 

 

写真：薬物乱用防止パンフレット「危険なドラッグＱ＆Ａ」表紙と内容 

 

 

http://www.bohan.or.jp/introduction/pdf/jka2013.pdf
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人全国防犯協会連合会 

（ゼンコクボウハンキョウカイレンゴウカイ） 

住   所： 〒113-0033 

東京都文京区本郷3-38-1 

本郷イシワタビル6階 

代 表 者： 会長 太田 美明（オオタ ヨシアキ） 

担 当 部 署： 業務第一課（ギョウムダイイチカ） 

担 当 者 名： 係長 佐藤 一誠（サトウ カズノブ） 

電 話 番 号： ０３―３８６８―０１５７ 

F A X： ０３―３８６８―０２５７ 

E - m a i l： sato@bohan.or.jp  

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.bohan.or.jp/ 

mailto:sato@bohan.or.jp
http://www.bohan.or.jp/

